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介護保険制度の一部が変わります②
10月１日現在で国勢調査が行われます④
指定管理者制度が導入されます⑥
（仮称）白鷹町男女共生交流センター事業の

検討状況について⑦
子育て支援センターからのおしらせ⑧
９月は下水道普及促進月間です⑩
地区対抗駅伝競走大会⑬
白鷹鮎まつり・伝統工芸の村まつり⑭
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E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

レクリエーション大会　
　９月４日、各地でレクリエーション大会が行われました。早朝の大雨で体育館に場所を移し、競技も団体種目中心となりま
した。荒砥小学校体育館でも「らくらく引っ越しリレー」、綱引きなどが行われ、５つの地区チームに分かれ、子どもからお年
寄りまで楽しく参加しました。会場は狭くなりましたが、目の前で行われる競技に応援も例年以上に熱が入っていました。
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介護保険からのお知らせ

平成17年10月から

介護保険制度の一部が変わります

　介護保険制度は、40歳以上のかたが加入し、納めていただく保険料と公費を財源として、介

護が必要になったときに費用の一部を負担し、サービスを利用するしくみとして、平成12年度

から施行されました。この制度は３年に１度の割合で見直しが行なわれ、２度目の見直しとな

る平成18年度には大きな改正が予定されています。現在具体的な見直し作業が進められていま

すが、本格的な見直しに先立ち、10月から制度の一部が見直されることになりました。

１．施設サービス等の利用者負担（居住費、食費）が見直されます。

　介護保険施設を利用しているかたの居住費（滞在費）や食費が、原則として全額自己負担となります。

◆見直し内容

利　用　者　負　担

見直し前 見直し後

○介護老人福祉施設
　（特別養護老人ホーム）
○介護老人保健施設
○介護療養型医療施設
○短期入所介護
　（ショートステイ）

介護サービス費用の１割
＋

日常生活費
＋

食費の一部

介護サービス費用の１割
＋

日常生活費
＋

居住費の全額
＋

食費の全額

○通所介護（デイサービス）
○通所リハビリテーション
　（デイケア）

介護サービス費用の１割
＋

日常生活費
＋

食費の一部

介護サービス費用の１割
＋

日常生活費
＋

食費の全額

＊青字が見直し部分

◆見直しの理由

　在宅サービスを利用しているかたは、居住にかかる費用（光熱費など）や食費を自分で負担し生活されて
いますが、施設に入所しているかたは、居住費や食費の大部分は介護保険の給付に含まれていました。在宅
で生活する場合と施設に入所して生活する場合の負担の差を調整するために見直しが行われます。

◆負担軽減のための制度があります「特定入所者介護サービス費」

　利用者負担が重くならないよう、世帯状況や所得状況などに応じて自己負担の限度額が設けられます（利
用者負担段階の設定）。施設が定めた居住費と食費のうち、利用者は限度額までを負担いただきます。それ
を超えた分は、特定入所者介護サービス費として介護保険から支給されます（デイサービス・デイケアはこ
の制度の対象外です。）。
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◆居住費･食費の費用額と利用者負担限度額（１人あたりの月額）

所得状況等による利用者負担限度額
○利用者負担第４段階
町民税課税世帯など利
用者負担第３段階まで
のどれにも該当しない
かた

○利用者負担第１段階
生活保護の受給者など

○利用者負担第２段階
町民税非課税世帯で合
計所得金額と課税年金
収入額の合計が 80 万
円以下のかたなど

○利用者負担第３段階
町民税非課税世帯で利
用者負担第２段階以外
のかた

居
住
費

ユニット型
個　　　室 ２５，０００円 ２５，０００円 ５０，０００円 ６０，０００円

ユニット型
準　個　室 １５，０００円 １５，０００円 ４０，０００円 ５０，０００円

従来型個室 ①１０，０００円
②１５，０００円

①１３，０００円
②１５，０００円

①２５，０００円
②４０，０００円

①３５，０００円
②５０，０００円

多　床　室
（相   部   屋） ０円 １０，０００円 １０，０００円 １０，０００円

食　　費
（現在の金額）

１０，０００円
（１０，０００円）

１２，０００円
（１５，０００円）

２０，０００円
（１５，０００円）

４２，０００円
（２３，０００円）

＊上記の金額はおおよその目安です。実際の負担額は日額で設定されます。
＊従来型個室欄の①は特別養護老人ホーム、ショートステイ（生活介護）の場合。②は老人保健施設、介護療養型
医療施設、ショートステイ（療養介護）の場合。
＊利用者負担第４段階の負担額については平均的な額を記載しています。実際の額については施設ごと異なります
のでご利用の際にご確認ください。

注意！
特定入所者介護サービス費・高額介護サー

ビス費の適用を受けるには申請が必要です。

　特定入所者介護サービス費・高額介護サービ
ス費の対象に該当するかたであっても、この適
用を受けるためには申請が必要です。

　　　このほかにも、施設サービスを利用されるかたの負担が重くならないように、
　　　さまざまな制度があります

　　○社会福祉法人の運営する特別養護老人ホームに入所するかたなどの負担軽減制度
　　○町民税が課税されている高齢者夫婦世帯などで、配偶者がユニット型個室の施設などに入所され、
　　　在宅のかたの生活が困難となる場合の負担軽減制度
　　○介護保険制度施行前から特別養護老人ホームに入所されているかたの負担据え置き制度
　　　　詳しくはお問い合わせください。

　制度の内容や保険料など、
介護保険については、
健康福祉課　介護支援係
（☎86－0112・86－0213）

　までお問い合わせください。

２．高額介護サービス費が見直されます。（利用者負担第２段階のかた）

　高額介護サービス費とは、月々の介護サービスの１割負担の合計額が世帯状況や所得に応じて定められた
上限額（在宅・施設共通）を超えた場合に、超えた額が払い戻されるしくみですが、利用者負担第２段階の
かたについては、この負担上限額を引き下げることとしています。

＊その他の利用者段階ごとの上限額はこれまでと同様です。
（第１段階：１５，０００円　第３段階：２４，６００円　第４段階：３７，２００円）
＊利用者負担段階の内容については、居住費・食費の利用者負担限度額の考え方と同様です。

見直し前 ２４，６００円 見直し後 １５，０００円
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今
回
�
調
査
�

　

国
勢
調
査
か
ら
は
人
口
や
世
帯
に
関
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
を
過
去
の
結
果
と
併
せ
て
見
る
こ
と
で

人
口
の
推
移
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

わ
が
国
の
人
口
は
、
一
貫
し
て
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近
い
う
ち
に
減
少

に
向
か
う
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
国
勢
調
査
は
、
こ
の
よ
う
な
人

口
の
転
換
期
に
あ
る
わ
が
国
の
最
新
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
�
対
象

　

国
勢
調
査
で
は
、
住
民
票
な
ど
の
届
出

に
関
係
な
く
10
月
１
日
（
土
）
現
在
、
日

本
国
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
を
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
世

帯
ご
と
に
調
査
し
ま
す
。

　

「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
」
と
は
10
月

１
日
現
在
、「
す
で
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で

い
る
人
」
ま
た
は
「
ま
だ
３
カ
月
に
満
た

な
い
が
、
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３

カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
人
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
か
た
は
、

外
国
の
か
た
も
国
籍
に
関
係
な
く
調
査
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

調
査
票
�
配
布
�
回
収

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在

で
行
わ
れ
ま
す
。
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ

れ
た
統
計
調
査
員
が
、
９
月
23
日
（
金
）

か
ら
各
世
帯
を
訪
問
し
調
査
票
を
配
布
し
、

世
帯
で
記
入
い
た
だ
い
た
あ
と
、
10
月
10

日
（
月
）
ま
で
の
間
に
回
収
す
る
と
い
う

方
法
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、
10
月

１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
記
入
し
て
い
た
だ
く
項
目
は
、

「
世
帯
全
員
の
男
女
の
別
」「
出
生
の
年
月
」

「
就
業
状
況
」「
通
勤
・
通
学
地
」
な
ど
で

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調

数
字
�
�
明
日
�
日
本
�
夢
�
�
�
�

10
月
１
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に

国 

勢 

調 

査 

が
行
わ
れ
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人
口
、
世
帯
、
産
業
構
造
な
ど
の
現
在
の
状
況
を
明
ら
か

に
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
各
種
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
大
正
９
年
以
来
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
17
年
国
勢
調
査
は

18
回
目
に
当
り
ま
す
。

査
票
は
回
収
後
、
記
入
漏
れ
や
記
入
方
法

に
間
違
い
が
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
そ
の
際
、
ど
う
し
て
も
内
容
が
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
、
記
入
漏
れ
が
あ

れ
ば
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
ま
で
に
調
査
票
が
届

か
な
か
っ
た
世
帯
の
か
た
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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�
�
�
�
調
査
票
�

大
切
�
守
�
�
�
�

　

調
査
関
係
者
が
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
調
査
票
を
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
票
は
外
部
の
人
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。
集

計
が
終
わ
っ
た
後
は
溶
解
処
分
さ
れ
、
再

生
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

結
果
�
�
�
�
�
�
�
使
�
�
�
�

　

国
勢
調
査
は
、
総
人
口
を
調
べ
る
た
め

だ
け
に
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
急

速
に
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢
化
の
状
況

な
ど
、
日
本
の
現
在
の
姿
を
正
確
に
把
握

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生
か
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
記
入
さ
れ
た
内
容
か
ら
作
ら
れ

る
統
計
資
料
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

●
法
定
人
口
確
定
の
た
め
に

　

議
員
定
数
や
地
方
交
付
税
交
付
金
の
基

準
な
ど
の
法
定
人
口
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。

●
経
済
計
画
の
策
定
の
た
め
に

　

男
女
・
年
齢
別
の
就
業
者
数
、
産
業
別

や
職
業
別
の
就
業
者
数
な
ど
の
統
計
は
、

経
済
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
豊
か
な
福
祉
社
会
の
た
め
に

　

児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、
高
齢
者
福
祉

な
ど
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
一
人
暮

ら
し
世
帯
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
な
ど
の

統
計
を
地
域
別
に
明
ら
か
に
し
、
豊
か
な

福
祉
社
会
実
現
の
た
め
の
諸
施
策
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

●
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

河
川
の
浄
化
、
下
水
道
整
備
、
清
掃
、

防
災
対
策
な
ど
、
広
範
囲
の
生
活
環
境
整

備
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

今日を知り　

　明日を導く　国勢調査

調
査
票
�
記
入
�
�
�
�
事
項

１
世
帯
員
に
関
す
る
事
項

�

�
氏
名
及
�
男
女
�
別

�

�
世
帯
主
�
�
続
柄

�

�
出
生
�
年
月

�

�
配
偶
者
�
有
無

�

�
国
籍

�

�
就
業
状
態

�

�
就
業
時
間

�

�
従
業
地
�
�
�
通
学
地

�

�
勤
�
�
自
営
�
別

�

�
勤
�
先
�
業
主
�
�
�
名
称
及
�
事

�
�

業
�
内
容

�

�
仕
事
�
内
容

２
世
帯
に
関
す
る
事
項

　

�
世
帯
員
�
数

�

�
住
居
�
種
類

�

�
住
宅
�
建
�
方

�

�
住
宅
�
床
面
積

◆人口・世帯数の推移
世帯数（世帯） 総人口（人） 男（人） 女（人）

昭和 40 年 4,628 22,245 10,829 11,416
昭和 45 年 4,529 20,183 9,783 10,400
昭和 50 年 4,514 18,977 9,235 9,742
昭和 55 年 4,530 18,821 9,138 9,683
昭和 60 年 4,488 18,526 9,007 9,519
平成２年 4,458 18,112 8,788 9,324
平成７年 4,483 17,706 8,596 9,110
平成 12 年 4,537 17,149 8,358 8,791
平成 17 年 ？ ？ ？ ？

さて、今年はどのくらいになるでしょうか？

国勢調査についてのお問い合わせは
総務課情報企画係まで
（☎85－6121）
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公
の
施
設
に

指
定
管
理
者
制
度 

が
導
入
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で「
公
の
施
設
」（
※
１
）

の
管
理
委
託
先
は
、
財
団
法
人
や

区
の
よ
う
な
公
共
的
団
体
等
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
間
企
業

な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
町
に
代
わ
っ
て
施
設

を
管
理
す
る
団
体
の
こ
と
を
「
指

定
管
理
者
」
と
言
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
現
在
管
理
委
託
し
て

い
る
33
施
設
及
び
業
務
委
託
し
て

い
る
１
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
18

年
４
月
の
新
制
度
移
行
を
目
指
し

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

�
�
�
公
�
施
設
�
�
�
�

�

町
民
�
福
祉
�
増
進
�
�
目
的

�
町
�
条
例
�
定
�
�
設
置
�
�

町
民
�
皆
�
�
�
利
用
�
�
�
�

�
�
施
設
�
�
�
公
民
館
�
町
民

保
養
�
�
�
�
�
斎
場
�
�
�
�

�
�
当
�
�
�
�
� 

 
制
度
�
�
�
�

　

「
公
の
施
設
」
の
運
営
に
、
優

れ
た
能
力
を
持
つ
団
体
（
民
間
企

業
を
含
む
、
個
人
は
不
可
）
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

 

指
定
管
理
者
�
選
�
方

　

公
募
に
よ
り
指
定
管
理
者
を
選

び
、
議
会
の
議
決
後
、
正
式
に
指

定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
と
く
に
理

由
が
あ
る
場
合
は
公
募
に
よ
ら
ず

公
共
的
団
体
等
を
指
定
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

 

選
�
�
�
�
基
準

　

指
定
を
希
望
す
る
団
体
か
ら
事

業
計
画
書
な
ど
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
次
の
よ
う
な
点
を
基
準
に
総

合
的
に
判
定
し
ま
す
。

①
施
設
の
設
置
目
的
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
か

②
平
等
な
利
用
の
確
保
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
れ
る
か

③
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
経

費
縮
減
が
可
能
か
な
ど

 

指
定
管
理
者
�
募
集
�
�
�

　

平
成
18
年
４
月
移
行
分
の
次
の

施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
要
領
、
申
請
書
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
所
管
課
で
９
月
26
日
（
月
）
か

ら
配
付
し
ま
す
。

●
ヤ
ナ
公
園　
　
　

産
業
振
興
課

●
斎
場　
　
　
　
　

町
民
税
務
課

●
ス
カ
イ
パ
ー
ク　

教
育
委
員
会

●
荒
砥
駅
前
交
流
施
設　

〃

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）
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�
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�
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�
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�
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付
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�
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�
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�
�
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�
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�
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�
�
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�
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�
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�
�
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運
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�

�
�
本
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�
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�
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�
�

�
�
�
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�
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�
�

住
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�
�
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出
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�
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�
転
居
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�
世

帯
変
更
届
�
世
帯
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更
�
世
帯

�
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�

�
対
象
者
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�
�
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�
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�
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�
運
転
免
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�
�
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�

住
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�
�
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�
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�
�
�
官
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署
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�
証
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書
�

許
可
証
�
資
格
証
明
書

�
健
康
保
険
証
�
年
金
手
帳
�
証

書
��
学
生
証
�
社
員
証
�
�
�
証

明
書
�
�
点
以
上
必
要
�
�
�

�
本
人
確
認
�
�
�
�
�
�
�
時

�
�
受
理
�
�
�
�
場
合
�
�
�

�
�
�

�
�
�
他�

本
人
�
�
�
同
一
世

帯
員
以
外
�
�
�
�
届
出
書
�
持

参
�
�
�
場
合
�
�
本
人
�
委
任

状
�
承
諾
書
�
�
必
要
�
�
�

�
問
�
合
�
��

町
民
税
務
課

戸
籍
年
金
係
�
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�
�
�
�
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町
民
税
務
課
よ
り
お
し
ら
せ

平
成
17
年
10
月
�
日
�
�

住
民
異
動
届
出�
転
入
�
転
出
等
��
時
�
�

�
�

本
人
確
認
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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鮎
貝
�
�
�
�
�
事
業
公
益
施
設

�
仮
称
�
白
鷹
町
男
女
共
生
交
流
�
�
�
�
整
備
事
業
�
検
討
状
況
�
�
�
�

　

運
営
検
討
委
員
会
に
は
、
文
化

交
流
部
会
、
男
女
共
生
・
子
育
て

交
流
部
会
、
体
験
交
流
部
会
、
運

営
検
討
部
会
の
４
つ
の
部
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
部
会
ご

と
に
基
本
設
計
に
反
映
す
べ
き
機

能
の
内
容
、
考
え
ら
れ
る
具
体
的

な
事
業
内
容
、
運
営
の
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
提
言
い
た
だ
い
た
意

見
に
つ
い
て
、
施
設
検
討
委
員
会

や
町
職
員
に
よ
る
検
討
会
と
も
意

見
の
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
事

業
計
画
や
基
本
設
計
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
既
存
施
設
の
利
用
な

ど
も
含
め
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に

計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

�

�
�
�
�
各
地
区
�
座
談
会
�
�
�
�
説
明
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
仮
称
�
白
鷹
町
男
女

共
生
交
流
�
�
�
�
整
備
事
業
�
�
�
�
�
各
種
団
体
�
意
見
交
換
�
行
�
�
�
�
�
�
運
営

検
討
委
員
会
�
設
�
�
具
体
的
�
内
容
�
�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
意
見
�
検
討
状
況
�
�
知
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
施
設
�
名
称
�
�
�
�
��

男
女
�
�
限
�
�
�
広
�
交
流
�
目
指
�
意
味
�
�
�

�
仮
称
�
白
鷹
町
文
化
交
流
�
�
�
�
�
�
�
愛
称
�
�
�
�
募
集
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�
�

　

運
営
検
討
委
員
会
や
各
種
団
体

と
の
懇
談
会
で
、
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

施
設
機
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に
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定
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�
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�
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席
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場
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�
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�
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�
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�
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�
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�
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�
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催
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�
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�
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�
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�
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子育て支援センターからのおしらせ
　子育て支援センターでは、家庭で子育てや孫育てをなさって

いるかたを応援します。

　育児やしつけ、健康のことなど一人で抱え込んでいませんか。

　同じくらいの年齢の子と遊ばせたいと思っているかたはいま

せんか。

　そんなかたのために子育て支援センターでは子育て交流スペ

ースを提供し、互いにふれ合いながらゆとりのあるのびのびし

た子育てができるよう応援します。

あそび広場のご案内

赤ちゃん広場 すこやかあそび広場 地区広場
対象 ０歳の子と親（祖父母） １～３歳までの子と親（祖父母） １～３歳までの子と親（祖父母）

いつ 毎週火曜日
午前９時 30 分～ 11 時

毎週木曜日 毎週金曜日 第１～３月曜日
午前９時 30 分～ 11 時午前９時 30 分～ 11 時

どこで 健康福祉センター
（希望の間）

健康福祉センター
（すこやかホール）

ハーモニープラザ
（鮎貝地区公民館）

第１月曜日　蚕桑地区公民館
第２月曜日　東根地区公民館
第３月曜日　萩野ふれあい館

どんなこと
をするの？

情報交換、身体測定、
ふれあいあそびなど

手あそび、絵本の読み聞かせ、体操、ふれあいあ
そび、そのほかボールプールやおもちゃでのあそ
びなど自由な雰囲気で親子で一緒に過ごします。

すこやかあそび広場と同じ。（地
区のかたにお手伝いをいただい
ています）

＊あそび広場の詳しい日程は、「広報しらたかおしらせ版」およびホームページで毎月お知らせします。

そのほか子育て支援センターでは、こんなことをしています。

育児講座

子育てに関する講座を開催していま
す。
「広場だより」や「広報しらたか」
でお知らせします。

子育て相談

子育ての悩みは誰でも抱えていま
す。保健師・栄養士・保育士と連携
しながらお手伝いします。電話でも
相談をお受けします。

子育て情報の提供

赤ちゃん広場だより、すこやかあそ
び広場だよりなどで育児、離乳食、
ふれあいあそび等の子育てや健康に
関する情報をお知らせしています。

子育てサークル支援

子育て中のかた同士でサークルをつ
くりたいかたのお手伝いをします。

保育園でも応援しています

園開放：毎週水曜日、午前９時30分～ 11時
　　　　保育園の園庭や園舎を開放します。

問い合わせ
　健康福祉課子育て支援センター

（☎86－0212）
　
ホームページでも子育て情報やあそび広場の日程な
どがご覧になれます。
（http://www.town.shirataka.yamagata.jp/
              fukusikenkou/sukoyaka/sukoyaka.htm）▲地区ボランティアによる絵本の読み聞かせ
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　本町出身の洋画家　故・梅津五郎画伯の作品展を開催
します。
　画伯は、昭和19年に第２回日展初入選以来、日本洋画
界でご活躍され、社団法人東光会理事長や日展参与など
を歴任なされた洋画家です。町には120数点の作品を寄
贈していただいております。
“熱き血潮の画家”の感動の作品をぜひご覧ください。
　
　　◎開催期間中、会場まで送迎バスを運行します。
　　　　バス乗車ご希望のかたは、９月22日（木）まで役場政策改革課政策企画係（☎85－6123）に
　　　お電話で申し込みください（先着28人）。
　　　　　　　９月28日（水）行き：役場前出発　午後２時　　帰り：美術館出発　午後４時（予定）　
　　　　　　　10月１日（土）行き：役場前出発　午前９時　　帰り：美術館出発　午前11時（予定）
　　　　　　　10月２日（日）行き：役場前出発　午前９時　　帰り：美術館出発　午前11時（予定）
　　　　　　　
【主　催】梅津五郎作品展実行委員会

【共　催】山形美術館　白鷹町　白鷹町教育委員会　白鷹町芸術文化協会　

【後　援】山形県　山形県芸術文化会議　山形県美術連盟　（社）東光会　日展山形会

　　　　　ＮＨＫ山形放送局　山形放送　山形テレビ　テレビユー山形　さくらんぼテレビジョン　

　　　　　　　　山形新聞　読売新聞　朝日新聞　毎日新聞

　　　　　　梅津五郎作品集を販売します

　　　　　　　作品展開催を記念し、作品集を作成しました。
　　　　　　　　　◇オールカラー作品106点掲載（107ページ）
　　　　　　　　　◇１部3,000円
　　　　　　　見本を政策改革課カウンターに展示していますので、
　　　　　　　ご覧いただき、ぜひお買い求めください。

　　　　「梅津五郎作品展」、作品集の問い合わせ
　　　　梅津五郎作品展実行委員会
　　　（役場政策改革課政策企画係内）

　　　　（☎85－6123）

「梅津五郎作品展」
を開催します

●と　き ９月28日（水）

▲

10月２日（日）

●ところ 山形美術館（山形市）
●開場時間　午前10時～午後５時(入館は午後４時30分まで)

●展示品　　絵画50点と小品

●入場料　　無料

オープニングセレモニー

　９月28日（水）午前10時～
　◇梅津香織さん（梅津五郎画伯ご令孫・ソプ
　　ラノ歌手）による「祖父にささげるうた」
　◇テープカット　ほか

▼

旧済生館／ 1987年

▼

自画像／ 1987年
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融資あっ旋及び利子補給制度の活用を

①水洗トイレ等の改造（新築は除く）に要する資金の融資をあっ旋します。
　●限度額：120万円
　●償還期限：60カ月以内（元金均等償還）
②供用開始から３年以内の融資については、町がその利子の９割を補給します。
　３年を超えた工事については、融資あっ旋のみとなります。
（浄化槽については設置時の改造資金）

公共下水道・農業集落排水の普及及び加入状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年度末）

１．普及率
　①公共下水道　５２. ８％（処理区域内人口8,922人／行政人口16,912人）
　②農業集落排水　８. ２％（処理区域内人口1,387人／行政人口16,912人）
２．地区毎加入状況
　①公共下水道
　

　

　

　②農業集落排水

下水道マスコット・キャラクター
スイスイ

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

蚕桑地区 233 155 78 66.5%

鮎貝地区 725 541 184 74.6%

荒砥地区 1,050 893 157 85.0%

十王地区 334 270 64 80.8%

鷹山地区 42 33 9 78.6%

東根地区 259 130 129 50.2%

合　　計 2,643 2,022 621 76.5%

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

西高玉地区 134 103 31 76.9%
浅立地区 208 208 0 100.0%
合　　計 342 311 31 90.9%

　白鷹町の平成16年度末の各下水道関連加入者は、公共下水道6,876人、

農業集落排水1,274人、合併浄化槽1,639人で、合計9,789人の排水が処理

されていますが、これは町民16,912人の57.9％で、42.1％の汚水が処理さ

れずに流されています。

　清らかな水環境づくりと清潔で快適な生活をおくるために、１日も早く

下水道に加入くださるようお願いします。
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下水道の点検・清掃商法にご注意ください！
◆数年前から、町の委託を装って、家庭の汚水マスや下水管の清掃の契約を結ぼうとする業者が一般
の家庭を訪問するケースが相次いでいます。町では、こうした点検・清掃を業者に依頼していません。
◆もし、排水設備の具合が悪い場合や極端な汚れを発見したり悪臭などが発生した場合は、町の指定
する下水道工事指定店にご相談ください。
◆もし、契約をした場合でも、契約から８日以内であれば、「クーリング・オフ制度」により無条件で
解約できます。方法は、町民税務課くらし・環境推進係（☎85－6131）にご相談ください。
＊すでに、作業に着手した場合は「クーリング・オフ制度」は適用になりませんのでご注意ください。

白鷹町の下水道整備について

　町では、公共用水域の水質保全を図り、合わせて生活環境の向上を図るため、平成20年を目標とした下水
道整備計画に基づき、４つの事業で全町下水道化を目指しています。

４つの事業とは
　①公共下水道事業（市街部とその周辺に隣接する区域）
　②農業集落排水事業（浅立地区・西高玉地区）
　③浄化槽設置整備事業（公共下水道・農業集落排水事業以外の区域で個人設置・個人管理）
　④個別排水処理施設整備事業
　（上水道水源の水質を守るため、地区を限定し、合併浄化槽を町が設置・管理する事業）
　　・黒鴨・深山地区の一部　平成16年度で完了
　　・高岡地区の一部　　　　平成17年度から19年度までの３カ年事業

下水道事業受益者負担金の猶予取り消しについて（下水道整備区域内）

　　下水道受益者負担金の徴収猶予を受けている土地で、その猶予の理由が消滅したときは、届出をお願い
　します。
　　＊「受益土地が農地その他これに準ずる土地」で負担金の徴収猶予を受けている土地が
　　　　①台帳地目が宅地に変更なった場合
　　　　②現況が農地でなくなった場合
　　　　は、受益者負担金の徴収猶予を取り消し、１㎡当り320円の受益者負担金を納めていただきます。

「よごすまい　鮎のふるさと　水洗化」

　　下水道・農業集落排水・浄化槽に関するお問い合わせ

　　　建設水道課下水道係（☎85－6138）
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スキー場に緑と花を！

白鷹スキー場景観形成事業にご協力ください。

――置賜のスキー場に花咲かせ隊――

　「置賜のスキー場に花咲かせ隊（代表　白鷹町
スキークラブ会長　遠藤秀彦）」では、一昨年より
白鷹スキー場に緑の植栽を実施しています。
　３年目となる今年は、株式会社コメリさんより
「コメリ緑資金」の助成をいただき、緑化マット
張りと「リッピア」（ペルー原産のグランドカバー
植物。白くて可憐な花をつけます。）を植栽します。
　なお、作業終了後は、まぁ・どんな会（代表　
佐藤洋子さん）の協力を得て、参加者全員でミニ
芋煮会を行いますので、ぜひみなさんご協力くだ
さいますようお願いします。

９月17日（土）

　午前９時30分・白鷹スキーセンター前集合（およそ昼12時まで）

●内　容　○緑化マット張りとリッピアの植栽
　　　　　○ミニ芋煮会（終了後）
●持ち物　移植ベラ、軍手、会費500円（大変恐縮ですが、芋煮代としてち
　　　　　ょうだいします。小・中・高校生の皆さんは無料です。）
■問い合わせ
　　　置賜のスキー場に花咲かせ隊事務局
　　　（役場政策改革課内　大木・☎85－6123）

秋の交通安全県民運動
　　　実施期間　９月21日（水）～30日（金）
　町内では、７月、８月にかけて交通事故が頻繁に発生しており、重大な交通事故の発生が
懸念されます。また、県内でも交通死亡事故が多発傾向にあります。皆さん一人ひとりが気
を引き締めて、交通安全、交通事故防止に努めましょう。

運動の基本

　　　　　高齢者の交通事故防止

運動の重点

　１．夕暮れ時の歩行中と自転車乗車中の交通事故防止
　２．道路横断時の交通事故防止
　３．シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
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白鷹町誕生51周年記念
地区対抗駅伝競走大会

　毎年盛大に開催している標記大会を、今年は白鷹町誕生51周年並びに白鷹町体育協会設立50周年を記念し
て開催します。選手へのご声援よろしくお願いします。

10月９日（日）雨天決行
　開会式　午前８時30分、スタート　午前９時30分、閉会式　午後１時頃

＊大会開催中の交通安全にご協力お願いします。　　　　　　　　

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

1

12

23

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

15

神明町中継所

スタート･ゴール

森合中継所

内町中継所

鮎貝駅中継所

蚕桑中継所

大野中継所

東根中継所

菖蒲中継所

十王中継所

大瀬中継所

平田中継所

中山中継所

萩野中継所

区間及び距離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9時 34 分

2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9時 46 分

3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9時 52 分

4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9時 56 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区公民館 10 時 03 分

6 フリー  3.7 蚕桑地区公民館～蚕桑小～権現堂～大野 10 時 15 分

7 女子  2.3 大野～旧国道287 ～東根小 10 時 23 分

8 中学男  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 34 分

9 壮年  2.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～菖蒲 10 時 44 分

10 一般  6.0 菖蒲～佐野原～大瀬公民館 11 時 05 分

11 中学男  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 17 分

12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 31 分

13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 43 分

14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 51 分

15 一般  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 58 分

計 42.8
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　８月15日、役場前で、白鷹町平和祈念事
業が行われました。これは、終戦60年の節
目にあたり、未来の平和を願い誓いを新た
にしていこうというものです。今年成人式
を迎えた土屋雅人さん（蚕桑）と保科花菜
子さん（荒砥）が平和都市宣言を読み上げ、
また献花と折り鶴の献呈を行いました。わ
たしたちが地域で普通に学び、働くことが
できるのは、安全で平和な社会があってこ
そというありがたさを再確認しました。

終
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�
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�
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�

白
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平
和
祈
念
事
業

　８月17日、パワーセンター白鷹で、田勢
康弘さんの講演会が開催されました。今回
の総選挙は、古い政治と新しい政治のぶつ
かりの大変重要な選挙で、分岐点にいると
いうこと。また、２人に１人が大学に行く
時代でも知的水準・教養の程度が低く、企
業は学歴でなく、全員がクリエーターであ
ることを望み、雇用を大胆に変えている。
政治・経済の分岐点・過渡期にあり、今年
2005年が最初の年であると話されました。
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　８月31日、諏訪堰施設めぐりが行われま
した。これは、施設を管理する諏訪堰土地
改良区（理事長　高橋恭平さん）が、身近
な水路の役割や歴史を知り、地域の農業・
水の大切さを知ってほしいと毎年開催して
います。４年生29人は諏訪堰頭首口や畔藤
排水場を見学しました。400年前の計画・
施設が受け継がれ、新しい技術も加わり、
米づくりに利用されていることなどを目の
前にして、驚いた様子でした。
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第20回町民ソフトボール大会結果

８月29日（月）～31日（水）
白鷹町ソフトボール場

【一般男子】
　第１位　桜館エリーズ（鮎貝）
　第２位　仲町（荒砥）
　第３位　ミラクル（蚕桑）
【一般女子】
　第１位　鮎貝レディース
　第２位　東根トシちゃんズ
　第３位　荒砥
【壮年】
　第１位　西中ソフト保護者会
　第２位　鮎貝Ａ
　第３位　町下（東根）

白鷹町協働のまちづくり推進事業

助成希望団体を募集しています。
　地域や集落、あるいは団体など、自主的なま

ちづくり活動などに助成を行う「白鷹町協働の

まちづくり推進事業」については、町報５月号

でお知らせをしていますが、町では助成を希望

される団体を募集しています。

　６月受付分では、右記の２件の事業について

助成をしました。地域づくりやイベント交流、

生涯学習の事業、手づくり事業に対する原材料

費助成など、メニューも多彩に用意しています。

　実施要綱では、原則として受付を６月、９月、

12月の年３回としていますが、まずはご相談か

らでも結構ですので、随時お問合せください。

　平成17年度採択事業
　　①つつが虫碑鞘堂修理事業
　　②萩野夏祭り盛上げ活性化事業

お問い合わせは
政策改革課政策企画係
担当／湯澤・大木まで
（☎85－6123）
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を
信
じ
、
ま
た
選
手
同
士
が
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

財
産
と
し
て
今
後
さ
ら
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
応
援
・
ご

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
８
月
17
日
町
長
室
に
お

い
て
橋
本
光
記
町
長
よ
り
男
子
チ

ー
ム
、
女
子
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に

賞
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
鷹
町
�
�
�
過
去
最
高
�

成
績
�
�
�
�
�
�
�
�

　

去
る
８
月
７
日
（
日
）、上
山
市

蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
に
お
い
て
、
第
８
回
山
形
県

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
30

回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
チ
ー
ム
選
手
25
名
で
臨

ん
だ
本
大
会
、
選
手
は
２
カ
月
間

に
及
ぶ
練
習
の
成
果
を
十
二
分
に

発
揮
し
、
白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
、

白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
チ
ー
ム
と
も

入
賞
（
山
形
県
内
全
43
市
町
村
参

加
43
チ
ー
ム
中
）
を
果
た
し
、
白

鷹
町
チ
ー
ム
過
去
最
高
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

と
く
に
女
子
は
チ
ー
ム
編
成
に

も
困
難
を
き
た
す
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
な
か
、
出
場
選
手
の
健
闘

に
よ
り
３
年
連
続
の
入
賞
（
一
昨

年
８
位
、
昨
年
７
位
）
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
に
つ

い
て
も
、
第
１
区
か
ら
第
５
区
ま

で
各
選
手
が
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
総
合
第
６
位
の
成
績
を

収
め
、
今
後
が
非
常
に
期
待
で
き

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
に
出
場
の
選
手
も
数
多
く
上
位

に
入
り
、
白
鷹
町
選
手
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
走

り
き
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
心
配
さ
れ
た
ほ
ど

気
温
が
上
昇
し
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
熱
中
症
で
自
分
の
力
を
発
揮

で
き
な
い
選
手
が
他
市
町
村
に
数

多
く
見
ら
れ
る
な
か
、
白
鷹
町
チ

ー
ム
の
全
員
が
最
後
ま
で
し
っ
か

り
と
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
学
業
、
部
活
動
、
学
校
行
事

な
ど
と
練
習
会
参
加
を
両
立
し
、

精
神
的
、
肉
体
的
に
２
カ
月
間
し

っ
か
り
研
さ
ん
を
積
ん
だ
成
果
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
大
会
参
加
に

向
け
て
続
け
て
き
た
努
力
が
今
後

必
ず
実
を
結
ぶ
と
き
が
あ
る
こ
と

第
�
回
山
形
県
�
�
�
�
駅
伝
競
走
大
会
�
第
30
回
蔵
王
坊
平
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
結
果

蔵
王
坊
平
高
原
に
爽
や
か
な
風
を
‥
‥

白
鷹
�
�
�
�
女
子
駅
伝
�
�
�
第
�
位
入
賞
�
男
子
駅
伝
�
�
�
第
�
位
入
賞
�

山
形
県
�
�
�
�
駅
伝
競
走

大
会

●
男
子
：
第
６
位
（
46
分
20
秒
）

１
区　

渡
辺　

亮
祐（
東
中
３
年
）

２
区　

澤
浦　

将
光（
荒
砥
小
６
年
）

☆
区
間
第
５
位

３
区　

紺
野　
　

凌（
東
中
１
年
）

☆
区
間
第
２
位

４
区　

紺
野　

圭
汰（
鷹
山
小
６
年
）

☆
区
間
第
２
位

５
区　

小
川　

直
也（
東
中
３
年
）

●
女
子
：
第
５
位
（
51
分
48
秒
）

１
区　

信
夫　

香
織（
西
中
３
年
）

☆
区
間
第
３
位

２
区　

髙
橋
あ
か
ね（
東
根
小
６
年
）

３
区　

鈴
木
麻
由
美（
東
中
３
年
）

☆
区
間
第
６
位

４
区　

小
口　

幸
恵（
蚕
桑
小
６
年
）

５
区　

海
老
名　

穂（
西
中
１
年
）

蔵
王
坊
平
�
�
�
�
�
�
�

�
大
会

●
小
学
生
男
子
２
０
０
０
㍍

（
完
走
１
６
３
人
）

高
野　
　

光
（
鮎
貝
小
５
年
）

８
分
12
秒

小
形　

真
人
（
東
根
小
６
年
）

８
分
31
秒

沖
田　

康
平
（
蚕
桑
小
６
年
）

８
分
54
秒

五
十
嵐
大
輔
（
蚕
桑
小
６
年
）

９
分
６
秒

平
吹　

将
大
（
東
根
小
６
年
）

９
分
14
秒

●
小
学
生
女
子
２
０
０
０
㍍

（
完
走
１
６
５
人
）

五
十
嵐
安
世
（
蚕
桑
小
６
年
）

９
分
39
秒

羽
田　

春
菜
（
荒
砥
小
６
年
）

９
分
42
秒

●
中
学
生
男
子
３
０
０
０
㍍

（
完
走
２
８
０
人
）

菅　
　

聡
志
（
西
中
３
年
）

11
分
34
秒

沼
沢　
　

潤
（
東
中
３
年
）

11
分
36
秒

丸
川
憲
太
郎
（
西
中
３
年
）

11
分
44
秒

橋
本　

一
馬
（
東
中
３
年
）

11
分
46
秒

海
老
名
大
空
（
西
中
３
年
）

11
分
58
秒

松
木　

光
寿
（
東
中
１
年
）

12
分
１
秒

吉
村　

勇
輝
（
西
中
３
年
）

12
分
３
秒

佐
竹　

貴
宏
（
東
中
１
年
）

13
分
11
秒
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第13回東北学生駅伝
対校選手権大会

　地域の皆さんへのお願い

・駅伝コースは下図のとおりです。主な交差点などに白線表示、看板設置します。
・駐車場、トイレ、水などはスポーツ公園内の施設を利用しますが、状況により地域の皆さんにご協力をお願いし
　なければならないこともあります。協力依頼があった場合には、ご支援とご協力をお願いします。
・駅伝コースで、特に選手が右折する交差点や見通しの悪い所では、お互いに十分気をつけて通行しましょう。
■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

●日　　時　９月23日（金）　午前８時女子スタート、８時10分男子スタート

●会　　場　白鷹町スポーツ公園及び周辺駅伝コース

●競技方法　男子：駅伝方式（※）８区間 71キロ

　　　　　　（１区８．５キロ、２区７キロ、３区８．５キロ、４区７キロ、５区12キロ、 ６区７キロ、７区７キロ、８区14キロ）

　　　　　　女子：５キロタイムレースによる集計方式（５キロコースを１周）

※本大会は、白鷹町スポーツ公園をスタート・中継所・ゴールとし、周辺の駅伝コース（６㌔・７㌔・８.５㌔）で周回駅伝方
　式で実施します。周回駅伝方式とは、中継所を１カ所に固定して、区間エントリー選手が指定されたコースを周回し、　
　次の選手にタスキを引き継ぐ駅伝方式です。

　長距離選手の育成と白鷹町の活性化を図り、白鷹町を全国にアピールするために、「東北学生駅伝対校選手権大会」

を開催します。本大会は、11月に行われる秩父宮賜杯第37回全日本大学駅伝対校選手権大会、第23回全日本大学女

子駅伝対校選手権大会の東北代表選考会を兼ねる重要な大会です。

　地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

9/23（金：秋分の日）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.５Kmコース
７Kmコース
６Kmコース
５Kmコース

東北学生駅伝対校選手権大会 駅伝コース図

給水所A

新地公民館

山口公民館

菅酒店

笠松公民館

給水所C

蚕桑郵便局
 

給水所D

佐野地蔵尊

ファーストカーゴ

白鷹陽光学園

JA山形おきたま
カントリーエレベーター

JA山形おきたま 
蚕桑支店 

蚕桑小学校 

蚕桑地区公民館  

西中学校 

ニクニ 

三和製作所 

歩道走行区間

給水所B

不二サッシ 
しらたか

丸羽建設
WC

WC

白鷹高等専修学校

山形しあわせ銀行

鮎貝駅 

鮎貝地区公民館

WC

WC

WC 

WC 

WC 

池ノ端公園 

夫婦観音
中継・ 

Ｓ

Ｇ

残り約１km地点

残り約３km地点

鮎貝八幡宮

グレープ

白鷹町スポーツ公園

残り約２km地点
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

 

〈働き盛り編〉

　働き盛りのみなさん、朝食はおいしく食べられますか、元気に働いていますか。
健康な暮らしのためには、心とからだの健康（バランスの取れた食生活、運動習
慣、適正な飲酒、禁煙）が大切です。酒とタバコは気分を高揚させますが、過ぎ
れば『病気の総合デパート』になります。元気に働き続けるために、酒とタバコ
について考えてみましょう。
　酒は、日本人は西洋人より分解代謝酵素が少ないと言われ、「健康日本21」でも
節度ある適度な飲酒を勧めています。白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらた
か21｣ では、｢週５日以上飲酒する習慣がある人の割合 ｣を『平成22年度に20％』
になるよう目指しています。
　タバコは、健康増進法第25条で「公共施設の受動喫煙防止」が規定されました。
禁煙することで、肺がん、心臓病、脳卒中などの発症を減少させることができま
す。元気に働き続けるために、毎日お酒を飲んでいる人、タバコを吸っている人
は健康な生活習慣についてしっかり考えましょう。
　公共施設の禁煙は、役場、中央公民館、病院、健
康福祉センター、鮎貝地区公民館、保育園、小学校
などで実施しています。また、アムザック㈱は敷地
内禁煙、日本ＧＴ㈱は就労時間内禁煙を実施し、分
煙を行っている企業も増えています。

～目指せ！公共施設禁煙100％～　

「元気ニコニコ推進会議」
掲示板

　推進会議では、交流・ふ
れあいを目的とした運動を
推進しています。
『紅葉の白鷹山ゆっくりウ
ォーキング』（期日：10月10
日（月））を開催します。白
鷹山山麓育成牧場からのゆ
っくり・じっくり・らくち
んコースです。家族で秋の
山を楽しみませんか。
　詳しくは、広報おしらせ
版９月22日号をご覧くださ
い。 

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈たばことお酒の話〉

　たばこを吸うと、がんや心疾
患などの危険性が高くなること
はみなさんご存知だと思います。
が、青少年期に喫煙を開始する
と、より危険性が高くなります。

お酒の適量ってどれくらい？～１日平均純アルコール20ｇです

 

 

ビール大瓶１本
＝純アルコール20ｇ

日本酒１合
＝純アルコール22ｇ

ワイン１杯120ml
＝純アルコール20ｇ

焼酎（25度）１合
＝純アルコール36ｇ

まとめ　お酒の飲み過ぎは、アルコール依存症をはじめ肝臓障害、

        高血圧、がんなど、多くの病気を引きおこします

【適正飲酒の10カ条】
１．笑いながら共に楽しく飲もう
２．自分のペースでゆっくりと
３．食べながら飲む習慣を
４．自分の適量にとどめよう
５．週に２日は休肝日を

６．人に酒の無理強いをしない
７．薬と一緒には飲まない
８．強いアルコール飲料は薄めて
９．遅くても12時で切りあげよう
10．肝臓などの定期検査を

グラフ・喫煙開始年齢別肺がん標
準化死亡率（男）
＊標準化死亡率：年齢構成の違い
を補正した死亡率で、人口10万人
に対する死亡率を示したもの） 



　　 広報しらたか　2005.9.12●21

学
校
紹
介

白
鷹
町
立
鷹
山
小
学
校

　

鷹
山
小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然

と
、
地
域
の
か
た
が
た
の
温
か
な

協
力
の
も
と
で
、
自
然
を
生
か
し

た
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
摘
花
作
業

　

学
校
の
南
側
に
は
、
り
ん
ご
畑

が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
の
か
た
に

り
ん
ご
の
木
１
本
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
栽
培
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
真
っ
白
に
咲
い
た

た
く
さ
ん
の
花
の
う
ち
、
１
つ
だ

け
残
し
て
、
ほ
か
は
摘
み
取
る
作

業
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
６

年
生
と
１
年
生
が
一
緒
に
出
か
け

ま
し
た
。
高
く
て
届
か
な
い
所
は

６
年
生
に
枝
を
近
づ
け
て
も
ら
っ

た
り
、
抱
き
上
げ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
摘
み
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
摘
果
作
業
を
行
う

予
定
で
す
。

山
女
魚
�
放
流

　

６
月
29
日
に
、
萩
野
地
区
の
か

た
が
た
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
萩
野

川
に
や
ま
め
の
稚
魚
数
百
匹
を
全

校
生
で
放
流
し
ま
し
た
。
昨
年
度

に
続
き
２
回
目
で
す
が
、「
元
気
に

大
き
く
な
れ
よ
。」「
つ
か
ま
る
な

よ
。」と
声
を
か
け
な
が
ら
稚
魚
を

川
に
放
し
ま
し
た
。
放
流
後
、
地

区
の
か
た
か
ら
、
や
ま
め
は
清
流

に
し
か
住
ま
な
い
こ
と
、
き
れ
い

な
川
を
守
る
た
め
に
み
ん
な
で
努

力
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
も
、
故
郷
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
が
深
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
放
し
た
や
ま

め
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、「
元
気
に
育
っ
て
い
る
か
、

今
度
見
に
来
る
。」と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　　

地
域
の
か
た
が
た
の
温
か
な
ご

支
援
に
支
え
ら
れ
、
豊
か
な
心
が

育
っ
て
い
ま
す
。

10月のパソコン講習会

●テキスト代　各コース1,500円前後

（＊途中で退席しても、受講料、テキスト代は返金できません。）

●会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）

【情報センター無料開放日】

　毎月第４土曜日　午後１時～４時　インターネットが使い放題！どなたでもご利用いただけます。

■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151・http://www1.shirataka.or.jp/）

期日 時間 合計 講習会 内容 受講料

10月３日（月）
５日（水）
７日（金）
12日（水）
14日（金）

午後７時～９時 10 時間 ワードコース
文書作成の基本を勉強し、地域
の回覧にも役立つ案内文を作っ
てみましょう。

3,000 円

10月17日（月）
19日（水）
21日（金）
24日（月）
26日（水）

午後７時～９時 10 時間 エクセルコース
エクセルの基本操作と表作成を
勉強しましょう。

3,000 円
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環
境
�
�
�
�

�
展
示
及
�
提
供

�
再
生
自
転
車
20
台
�
家
具
10

点
�
�
�
�
�
�
抽
選
会

�
電
気
自
動
車
試
乗
会

�
環
境
寸
劇
�
白
鷹
�
�
遊
芽
一

座
�
参
加
�

�
古
傘
�
�
�
�
�
�
�
作
成�

�
�

�
詳
�
�
�
�
町
内
回
覧
�
�
�

�
�
覧
�
�
�
�
�

�

見
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
考
�
�
�
�
実
際
�
参
加
�

�
楽
�
�
�
�
�
�
環
境
�
�
�

�
�
�
�
実
感
�
�
�
�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

町
民
税
務
課
く
ら
し
・
環
境
推
進

係（
☎
85

－

６
１
３
１
）

�
�
��

�
月
25
日
�
日
�

午
前
�
時
�
午
後
�
時

�
�
�
��

千
代
田
�
�
�
�
�

�
�
�
�
高
畠
町
�

�

環
境
�
考
�
�
�
�
�
機
会
�

�
�
�
今
年
�
��

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

�
開
催
�
�
�
�
�
当
日
�
�
�

�
�
�
�
�
関
連
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
展
示
�
行
�
�
�

�
�
�
皆
�
�
�
�
参
加
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
牛
乳
�
�
�
利
用
紙
�
�
体
験

�
�
�
�
�
�
石
�
�

�
廃
品
工
作�
�
�
�
�
�
�
等
�

�
壊
�
�
�
�
�
�
�
修
理

�
高
�
59
�
�
�
�
�
�
�
�

煙
突
探
検

�
施
設
内
�
�
�
�
�
�
�

�
50
店
舗
出
展
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�

お
き
た
ま
環
境
フ
ェ
ア　

Ｃク
リ
エ
イ
ト

Ｒ
Ｅ
８
ま
つ
り
２
０
０
５
開
催

�
�
�
�
�
��

住
�
�
�
置
賜�

�
�
�
�
�
�

犬
の
ふ
ん
に
つ
い
て

　

犬
の
散
歩
の
と
き
に
、
ゴ
ル
フ

パ
タ
ー
や
移
植
ベ
ラ
だ
け
持
っ
て

歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、

ふ
ん
を
持
ち
帰
る
こ
と
な
く
草
む

ら
の
中
な
ど
に
隠
し
て
い
る
の
で

は
と
思
い
た
く
な
り
ま
す
。
草
む

ら
に
あ
る
ふ
ん
も
嫌
な
も
の
で
す
。

ふ
ん
は
袋
な
ど
に
入
れ
て
必
ず
持

参
す
る
よ
う
に
、
た
び
た
び
の
周

知
・
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

匿
名
希
望
（
荒
砥
）

「
広
報
直
通
便
」
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
答
え
し
ま
す

　

現
在
、
町
内
で
は
８
０
０
頭
近

く
の
犬
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
犬

を
飼
う
場
合
は
、
そ
の
犬
を
取
得

し
て
１
カ
月
以
内
に
居
住
地
で
あ

る
市
町
村
に
登
録
の
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
が
死

亡
し
た
り
、
住
所
等
が
変
わ
っ
た

り
し
た
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射

を
接
種
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
は
、
狂
犬
病
予
防
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
犬
を
安
全
に
飼

う
た
め
に
法
律
に
よ
り
様
々
な
義

務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
散
歩
の
際
の
ふ
ん
の
始

末
も
飼
い
主
と
し
て
守
る
べ
き
当

然
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
散
歩
な
ど
の
際
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
き
、
ふ
ん

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
処
理

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
春
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
狂
犬
病
予
防
注
射
の
際
も
、
ふ

ん
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
ら
れ
た

飼
い
主
の
か
た
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
同
様
に
処
理
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
く
ら
し
・
環
境
推

進
係
）

　　
ゴリラの○○

あゆ
かい
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

子①「はなくそ取っちゃー」

子②「うちさ、ゴリラのはなくそあ

　　るよー」

みんな（ギョッとして）

　　「ゴリラのはなくそー？」

（おうちの人に聞いたところ、黒豆

のお菓子だったそうです。）

先生「本物のゴリラのはなくそって、

　　どんなのかなー」

～２歳児の会話～

環
境
の
こ
と
�

皆
さ
ん
も
考
え
て
く
だ
さ
い
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町
営
バ
ス
の
お
し
ら
せ

�
上
�
台
公
園
口
��
�
停

�
北
側
�
移
動
�
�
�
�

　

町
営
バ
ス
「
パ
レ
ス
松
風
・

西
高
玉
線
」
の
上
の
台
公
園
口

バ
ス
停
（
蚕
桑
地
区
内
）
を
９

月
１
日
（
木
）
に
北
側
へ
30
メ

ー
ト
ル
移
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
停
留
所
そ
ば
の

十
字
路
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
か
た
か
ら
危
険
で
あ
る

と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
横
断
歩
道
を
設
置
す
る
計
画

で
す
。

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
と
バ
ス

の
安
全
な
運
行
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課

政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２

３
）

テーマ

　フラワー長井線沿線の「花」、「自然景観」、「人々

の生活」、「街並み・施設」など、あらゆる視点から

沿線の魅力を再発見する。

応募規格　

　四つ切りサイズ（ワイドサイズでも可）

　カラー、モノクロは問いません。

　デジタルカメラの場合はＡ４サイズも可

応募規定　

●平成17年４月１日以降、フラワー長井線車内の
　車窓から撮影した写真で、未発表のものに限り

　ます。

●応募点数は、１人３点までとします。

●応募作品は原則として返却しません。

●画像合成処理をした作品は受付しません。

●入賞作品にはフィルム、ネガ等原版の提供を求

　めます。デジタルカメラによる作品は、画像デ

　ータをＪＰＥＧ形式でＣＤに書き込み、提出し

　てください。

●応募作品の版権は主催者側に属します。

●入賞は１人１賞とします。

●被写体に人物が含まれている場合は、主催者側

　は肖像権侵害等の責任は負いません。

●応募作品はフラワー長井線の利用拡大等の目的

　で使用する場合があります。

●応募作品は必ず応募用紙（沿線市役所・町役場

　備え付け／白鷹町ホームページ「お知らせ」内

　にも掲示）に必要事項を記入のうえ、裏面に貼

　り付けて応募ください。

募集期間　

　締め切り／ 11月18日（金）必着

入賞の発表　

　平成17年12月予定

　入賞者に直接通知するほか、沿線市町広報誌や

ホームぺージ等で発表します。

各賞　

●最優秀賞　１点（賞状・賞金３万円・副賞）

●特　　選　３点（賞状・賞金１万円・副賞）

●入　　選　５点（賞状・副賞）

●佳　　作　５点（賞状・副賞）

応募先・問い合わせ　

フラワー長井線利用拡大協議会事務局

　〒993－8601　長井市ままの上５番１号

　長井市役所企画調整課企画係内（☎84－2111）  

　e-mail project@city.nagai.yamagata.jp

　＊白鷹町役場の政策改革課（☎85－6123）でも

　　受付します。

　
主　催　

　フラワー長井線利用拡大協議会

後　援　

　山形県、長井市、南陽市、白鷹町、川西町、

　山形鉄道㈱

「車窓からのとっておきの１枚」

フォトコンテスト

～フラワーライナーに乗ってワンショット！～
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催　し

�
�
�
保
育
園
運
動
会
�
�
参

加
�
�
案
内

　

来
年
入
園
予
定
の
皆
さ
ん
、
楽

し
い
運
動
会
で
元
気
よ
く
走
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
20
分
〜

▼
ど
こ
で　

あ
ら
と
保
育
園
園
庭

（
雨
天
荒
小
体
育
館
）

＊
入
場
門
付
近
に
集
合
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

来
年
度
あ
ら
と
保
育
園

３
・
４
歳
児
に
入
園
予
定
の
お
子

さ
ん

▼
種
目
「
こ
っ
ち
に
お
い
で
未
就

園
児
！
」（
お
う
ち
の
か
た
と
一
緒

に
走
り
ま
す
）

＊
見
学
は
ど
な
た
で
も
自
由
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ら
と
保
育
園

（
☎
85

－

３
１
６
０
）

希
望
�
丘
文
化
祭

▼
い
つ　

10
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

体
育
館
（
川
西
町
）

▼
内
容　

　

表
彰
式
、
作
品
展
示
、
授
産
製

品
販
売
、
乗
馬
コ
ー
ナ
ー
、
健
康

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

▼
参
加
者　

利
用
者
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
職
員
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

希
望
が
丘
文
化

祭
事
務
局
（
☎
０
２
３
８

－

46

－

３
１
０
２
）

郷
土
�
自
然
�
学
�

▼
い
つ　

10
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

▼
集
合
場
所　

山
形
県
青
年
の
家

（
天
童
市
）

▼
テ
ー
マ　

消
え
た
森
林
鉄
道
と

地
図
の
旅

▼
見
学
場
所
（
内
容
）

①
山
形
交
通
尾
花
沢
線
跡

②
旧
八
敷
代
橋
梁
跡
な
ど

③
８
・
６
水
害
、
森
林
軌
道
跡

④
森
林
ト
ロ
ッ
コ
列
車

▼
対
象　

一
般
成
人
20
人

▼
参
加
費　

２
２
０
０
円
（
昼
食

費
・
交
通
費
・
保
険
料
な
ど
）

▼
持
ち
物　

飲
料
水
、
筆
記
用
具
、

保
険
証
、
雨
具

▼
申
込
方
法　

電
話
で
受
付
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
し
め
き
り　

９
月
26
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

青
年
の
家
研
修
課
（
☎
０
２
３

－

６
５
４

－

４
５
４
５
）

親
�
子
�
建
築
講
座

や
ま
が
た
レ
ト
ロ
館
め
ぐ
り

▼
い
つ　

10
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
集
合
場
所　

文
翔
館（
山
形
市
）

▼
受
講
料　

５
０
０
円（
昼
食
代
）

▼
し
め
き
り　

９
月
22
日
（
木
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
住
宅
モ

デ
ル
作
成

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
（
山
形
市
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
間　

９
月
26
日
（
月
）

〜
10
月
７
日
（
金
）

ど
ち
ら
も

▼
対
象　

県
内
在
住
の
小
中
学
生

と
そ
の
親
10
組
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
住
所
、
氏
名
（
親
子
両
方
）、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
及
び

「
親
と
子
の
建
築
講
座
参
加
」
と

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

０

－

８
５
７
０　

山
形
市
松
波
２

－

８

－

１　

日
本
建
築
学
会
東
北

支
部
山
形
支
所
事
務
局
「
親
と
子

の
建
築
講
座
」
係
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
４
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
３

－

６
３
０

－

２
６
７
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
（
受
付
７
時
30
分
〜
）

▼
ど
こ
で　

山
形
南
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
（
川
西
町
）

▼
募
集
人
数　

１
２
０
人

▼
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー（
Ｗ
ペ
リ
ア
方
式
）

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
プ
レ

ー
費
は
各
自
負
担
）

▼
し
め
き
り　

９
月
30
日
（
金
）

＊
収
益
金
は
地
域
の
奉
仕
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
井
・
鈴
木
（
☎

84

－

５
４
３
６
）

愛
犬
�
�
�
教
室

▼
い
つ　

10
月
８
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
昼
12
時（
雨
天
決
行
）

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
民
体
育
館
北

側
駐
車
場

▼
内
容　

・
実
技
講
習
「
愛
犬
の
し
つ
け
方
」

・
獣
医
師
の
「
犬
の
健
康
相
談
」

▼
参
加
頭
数　

50
頭

▼
参
加
資
格

①
生
後
４
カ
月
以
上
の
犬
で
、
日

　

本
犬
１
歳
ま
で
、
そ
の
他
の
犬

　

３
歳
ま
で

②
狂
犬
病
及
び
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

　

過
去
１
年
以
内
に
接
種
し
て
い

　

る
こ
と
。

③
人
や
ほ
か
の
動
物
に
対
し
て
か

　

み
癖
が
な
い
こ
と
。

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
／
頭

（
当
日
持
参
）

▼
し
め
き
り　

９
月
30
日
（
金
）

（
50
頭
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

獣
医
師
会
置
賜
支
部
事
務
局
（
☎

０
２
３
８

－

43

－

３
２
１
７
）

男
女
共
同
参
画
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

▼
ど
こ
で　

遊
学
館
（
山
形
市
）

▼
内
容

①
チ
ェ
リ
ア
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
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募　集

あなたの能力を生かしてみませんか

平成18年度採用白鷹町立病院職員を募集します

白鷹町立病院は、「地域から信頼される病院」を目指し、地域
医療の充実と患者サービスの向上に努めています。

◇試験日　　１次試験　10月22日（土）  ／２次試験　未定
◇試験会場　健康福祉センター（２階会議室）
◇試験内容
　１次試験…教養試験、作文試験
　２次試験…面接試験（１次試験合格者対象）
◇書類提出
　①白鷹町立病院職員採用試験受験申込書
　②写真（横３㎝×縦４㎝、無帽、上半身、正面の写真で、
　　３ヵ月以内に撮影したもの）
　＊応募は郵送でも受け付けます。（10月７日の消印有効）
◇受付期間　９月12日（月）から10月７日（金）まで

■応募・問い合わせ
　〒992－0831　白鷹町大字荒砥甲501　
　白鷹町立病院事務局（☎85－2155）

　

提
言
募
集
受
賞
者
発
表

②
講
演
「
世
界
平
和
へ
の
道
」

　

講
師　

上
智
大
学
法
学
部
教
授

　

猪
口
邦
子
さ
ん

＊
整
理
券
が
必
要
で
す
。

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
街
を
歩
い
て
み

よ
う
」・「
働
く
女
性
は
ス
ト
レ
ス

社
会
で
ど
う
生
き
る
」
な
ど

＊
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

④
展
示
発
表

⑤
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

募集職種
と人数 看護師（若干名）

受験資格
昭和 45 年４月２日以降に生まれたかたで、看
護師の免許を有するかた、または来春の卒業
までに取得見込みのかた

採用予定
年月日 平成 18 年４月１日

▼
参
加
費　

無
料

＊
託
児
室
を
設
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
消
費
者
生
活

�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
22
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時
15
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

受
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課

下
水
道
係
（
☎
85

－

６
１
３
８
）

�
�
�
�
�
�
�
養
成
研
修
受

講
生
募
集

▼
研
修
名　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
（
２
級
課
程
）

▼
研
修
期
間　

10
月
26
日
（
水
）

〜
平
成
18
年
３
月
15
日
（
水
）

▼
研
修
内
容

　

講
義
（
20
回
58
時
間
）

　

演
習
（
９
回
42
時
間
）

　

実
習
（
５
回
30
時
間
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
必
要

な
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。
な

お
、
修
了
者
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

▼
研
修
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
慈
光
園
（
長
井
市
）

▼
定
員　

20
人

▼
受
講
料　

２
万
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
申
込
方
法　

専
用
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。（
定
員
と
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
）

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
慈
光
園
（
☎
88

－

２
７
１
１
）

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
内
容　

女
性
が
多
く
相
談
さ
れ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
と
対
処
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
講
師　

・
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

佐
藤
善
則
さ
ん

・
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

　

末
冨
美
貴
さ
ん

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
井（
☎
84

－

８
６
０
９
）

�
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
�
�

�
�
補
助
制
度
�応
募
受
付
中

　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の

た
め
に
、
補
助
制
度
に
よ
る
導
入

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者　

集
熱
器
の
総
面

積
75
㎡
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
を
設
置
さ
れ
る
か
た

▼
補
助
金
額　

集
熱
器
の
総
面
積

に
応
じ
た
額
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
型
式
に
よ
り
差
が
出
ま
す
。）

＊
目
安　

６
㎡
で
約
10
万
円
、
75

㎡
で
約
１
２
５
万
円

■
問
い
合
わ
せ　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
太
陽
熱
利
用
部
（
☎
03

－

５

２
７
５

－

９
５
６
６
）

第
15
回
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
�
県
内
統
一
試
験

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー

▼
申
込
期
間　

９
月
20
日
（
火
）

〜
10
月
14
日
（
金
）

＊
試
験
の
前
に
希
望
者
を
対
象
に
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取
�
壊
�
�
建
物
�
固
定
資
産

税
�
�
�
�

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
町

へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

建
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
翌

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
現
地
確
認
の
う
え
手
続
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

町
民

税
務
課
町
税
係
（
☎
85

－

６
１
３

３
）

町
民
�
�
�
開
放
期
間
�
忘
�
物

　

８
月
21
日
（
日
）
で
町
民
プ
ー

ル
の
一
般
開
放
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
期
間
中
の
忘
れ
物
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

か
た
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

被
害
者
支
援
�
�
�
�
山
形
�

�
�
�
�
�
�

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害

者
と
そ
の
家
族
の
精
神
的
ケ
ア
を

目
的
と
し
た
「
電
話
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
法
廷
や
病
院
な
ど
へ
の
同
行

・
付
き
添
い
な
ど
の
「
直
接
的
支

援
」
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。
な
お
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
と

第
１
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
日
曜
・
年
末
年
始
・
祝
祭

日
除
く
）

▼
相
談
電
話　

☎
０
２
３

－

６
４

２

－

７
８
３
０

▼
相
談
員　

専
門
的
な
訓
練
を
積

ん
だ
相
談
員

＊
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
医

師
・
臨
床
心
理
士
な
ど
が
面
接
相

談
に
応
じ
ま
す
（
要
予
約
）

▼
相
談
料　

無
料

＊
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
相
談
員

と
直
接
支
援
員
の
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
や
ま
が
た
事
務
局
（
☎
０

２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１
）

おしらせ

伝統芸能とうんまえものにどっぷりひたる２日間

おきたま文化と食の祭典
９/24(土 )・25( 日 )・米沢市　伝国の杜

　古くから交流のあった置賜・会津両地域で育まれ伝承されてきた伝統芸能などと代表的な食と
物産を堪能してください。

～文化の祭典～ ～食の祭典～

置賜・会津の郷土芸能

●日時　９/24（土）

　１部　午前11時30分～午後１時

　２部　午後２時30分～午後４時

＊白鷹町から「高栄会」が参加し、高玉芝居
を上演します。

置賜・会津古今のミニステージ

●日時　９/24（土）午前10時～午後８時

　　　　９/25（日）午前10時～午後２時

＊白鷹町から「櫻鷹會」「畔藤田植え踊り保存
会」が参加します。

地酒と米沢牛芋煮まつり

●日時　９/24（土）午前10時～午後８時

●品目　米沢牛芋煮・置賜・会津の地酒・ワイン

メン麺ドン丼

●日時　９/24（土）午前10時～午後８時

　　　　９/25（日）午前10時～午後５時

●品目　米沢ラーメン・喜多方ラーメン・

　　　　米沢牛丼・会津ソースかつ丼・

　　　　喜多方ラーメン丼など

　小丼ぶりでさまざまな味をお楽しみください。

置賜・会津の物産祭

●日時　９/24（土）午前10時～午後８時

　　　　９/25（日）午前10時～午後５時

●内容　秋の収穫・伝統工芸・特産品ブース

　体験コーナー（そば打ち・笹野一刀彫など）

問い合わせ
おきたま文化と食の祭典実行委員会

（☎0238－26－6046）
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●い　つ　10月２日（日）午後６時30分～（午後６時開場） 
●どこで　ハーモニープラザ（鮎貝地区公民館）

●チケット（前売券）大人700円（中・高校生も同一料金です）
●チケット取り扱い
　教育委員会・中央公民館・各地区公民館・パワーセンター白鷹　
●定員　180人
●主催　白鷹学企画委員会・白鷹町教育委員会
■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

佳
作　

夕
焼
け
の
広
場
で
つ
づ
く
草
野
球　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

友
と
来
た
湯
治
場
先ま

ず
は
流
す
愚
痴　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

名
司
会
ジ
ョ
ー
ク
も
入
れ
て
場
を
つ
な
ぐ　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

バ
ス
旅
行　

市
場
巡
り
も
組
む
プ
ラ
ン　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

名
場
面
ば
か
り
続
か
ぬ
世
の
習
い　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

パ
ソ
コ
ン
が
帳
場
を
仕
切
る
お
葬
式　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

一
品
は
急
場
の
客
へ
胡き
ゅ
う
り瓜
も
み　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

来
て
食
べ
て
や
っ
ぱ
り
本
場
も
の
の
味　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

減
反
の
先
の
逃
げ
場
も
閉
ざ
さ
れ
る　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

テ
ロ
多
発　

世
界
相
場
を
狂
わ
せ
る　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

場
違
い
の
席
に
招
か
れ
唖お
し

に
な
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

末ま
っ
せ
き席

か
ら
正
論
が
飛
ぶ
正
念
場　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

秀
逸　

地
場
産
業
が
ん
ば
れ
故
郷
元
気
出
せ　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

場
所
前
の
稽け
い
こ古

が
実
る
勝
ち
名
乗
り　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

遊
び
場
の
ブ
ラ
ン
コ
ひ
と
り
揺
れ
て
秋　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

忍
と
い
う
老
い
の
立
場
に
絡
む
文
字　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

扁へ
ん
ぺ
い
そ
く

平
足
だ
け
ど
場
数
は
踏
ん
で
い
る　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

広
場
か
ら
明
日
を
拓ひ
ら

く
子
ら
の
声　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

冷
静
な
彼あ
い
つ奴
場
数
を
踏
ん
で
い
る　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

過
去
の
絵
の
あ
の
場
こ
の
場
の
走そ
う
ま
と
う

馬
灯　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

こ
の
場
所
と
決
め
て
人
生
ま
っ
し
ぐ
ら　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

農
を
継
ぐ
こ
こ
は
定
年
な
い
職
場　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

五
客　

食
卓
に
座
る
場
所
あ
り
母
の
位
置　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

着
地
し
た
場
所
で
我わ
が
ま
ま儘
し
て
い
ま
す　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

身
の
丈
に
合
っ
た
居
場
所
だ
最
高
だ　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

嫁
ぐ
娘こ

に
持
ち
場
立
ち
場
を
さ
と
す
母　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

幾
つ
か
の
修
羅
場
も
越
え
て
来
た
ふ
た
り　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

人
位　

幾
た
び
か
修
羅
場
も
あ
っ
た
長
い
道　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

地
位　

場
所
替
え
て
み
た
ら
善よ

い
策
浮
か
ぶ
か
も　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

こ
の
土
地
に
い
つ
か
根
づ
い
て
い
る
余
生　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

軸　

父
が
座
る
場
所
だ
横
座
は
空
け
て
お
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

　

次
回
課
題　

「
形
」　

九
月
末
日
ま
で　

「
生
」　

十
月
末
日
ま
で

　

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二
宛

�
町
報
川
柳
�　　

場　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

♪プログラム♪
第１部

「ふるさと」

　・母さんの歌

　・浜辺の歌　ほか

　・小さい秋見つけた

　・いつも何度でも

　　（『千と千尋の神隠し』　

　　　主題歌）

「石川啄木の短歌より」

　・やわらかに

　・頬につとう

　・ふるさとを　ほか

第２部「ほうすけのひよこ」

　歌と語り小松伸子さんプロフィール
　滋賀県出身　長井市在住
　　武蔵野音楽大学音楽学部声楽科卒業
　　同大学院音楽研究科音楽教育専攻修了
　　同大学の助手及び音楽教室講師を経て
　　1992年より県内に在住
　　東京都内ホールなどでジョイントコンサート開催
　　長井市民文化会館にて山形交響楽団と共演
　　現在　コラール・ド・めざみ指導者／九里学園高等学校講師

　なつかしい童謡や石川啄木の短歌にメロディーをつけた歌、アニメ
『千と千尋の神隠し』主題歌など新しい歌も歌っていただきます。第
２部の「ほうすけのひよこ」は、歌と語りで想像の世界へ案内してく
ださいます。小松さんのやさしく穏やかなソプラノに包まれて、心を
リフレッシュしませんか。

託児コーナー設置します

●開設時間　
　午後６時～リサイタル終了時
●料金　０～２歳児　500円
　　　　３歳児～　　300円
●申込方法　９月26日（月）　
　まで、左記の教育委員会事務
　局へお申込みください。

託児ボランティア募集
　当日午後５時30分からリサイ
タル終了時まで託児コーナーを
お手伝いいただけるかたを募集
します。ご連絡ください。

白鷹学講座　パート４

　小松伸子  心を育む  ソプラノリサイタル
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８
月
上
旬
、
上
山
市
の
蔵
王
坊
平

高
原
に
お
い
て
、
第
８
回
と
な
る
山

形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が
開

か
れ
た
。
県
内
全
43
市
町
村
（
43
チ

ー
ム
）
参
加
の
小
・
中
学
生
の
駅
伝

大
会
で
あ
る
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
、

白
鷹
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
駅
伝
チ
ー

ム
が
第
５
位
、
同
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

が
第
６
位
と
そ
ろ
っ
て
入
賞
、
健
闘

し
た
。
選
手
25
名
で
臨
ん
だ
大
会
で

あ
り
、
本
町
で
は
過
去
最
高
の
成
績

で
あ
る
。

　

白
鷹
町
で
は
、
県
内
に
２
つ
し
か

な
い
日
本
陸
上
連
盟
公
認
の
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
を
１
つ
有
し
て
お
り
、
間

も
な
く
そ
の
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
第

40
回
と
な
る
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
多

く
の
参
加
者
の
も
と
に
開
か
れ
る
。

ま
た
、
東
北
学
生
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
が
14
の
東
北
地
区
大
学
の
参
加

で
、
さ
ら
に
本
町
の
旧
町
村
単
位
で

の
町
誕
生
51
周
年
記
念
と
な
る
地
区

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
か
れ
る
。

　

こ
の
た
び
の
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
で
の
女
子
・
男
子
の
ダ
ブ
ル
入

賞
は
、
白
鷹
町
チ
ー
ム
の
選
手
の
精

神
的
・
肉
体
的
研け

ん
さ
ん鑽

に
よ
る
努
力
の

成
果
と
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
関
係

者
の
努
力
の
賜

た
ま
も
ので
あ
る
。

　

そ
し
て
先
ご
ろ
、
今
年
で
第
47
回

目
と
な
る
伝
統
の
山
形
県
こ
ど
も
絵

画
展
覧
会
（
こ
ど
も
県
展
）
の
入
賞

・
入
選
の
審
査
結
果
が
示
さ
れ
た
。

絵
を
通
し
て
感
性
を
育
も
う
と
、
県

内
の
す
べ
て
の
保
育
・
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
の
展
覧

会
で
あ
る
。
全
県
下
か
ら
１
万
９
０

９
人
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
・
入
選

７
８
５
人
。
入
賞
と
さ
れ
る
県
展
賞

・
奨
励
賞
で
は
、
全
県
下
各
学
年
５

人
ず
つ
で
総
数
60
人
。
う
ち
、
白
鷹

町
の
児
童
は
４
人
入
賞
（
保
育
園
年

長
１
人
、
小
学
２
年
１
人
、
小
学
３

年
１
人
、
小
学
５
年
１
人
）。こ
れ
は

市
町
村
別
に
見
れ
ば
、
山
形
市
８
人

を
第
１
位
と
し
、
県
下
５
位
の
入
賞

者
数
で
あ
る
。
次
い
で
、
小
・
中
学

生
入
選
者
４
９
７
人
に
つ
い
て
、
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
学

年
別
に
見
る
と
、
全
43
市
町
村
比
較

で
白
鷹
町
は
、
入
選
者
数
ベ
ス
ト
３

に
９
学
年
中
４
学
年
も
占
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
小
・
中
学
生
入
選
者
の
８

％
も
白
鷹
町
が
占
め
て
い
る
。

　

山
形
県
全
体
の
小
・
中
学
生
数
は

10
万
６
３
５
９
人
。
そ
の
う
ち
白
鷹

町
の
生
徒
数
は
１
５
２
１
人
で
、
１

・
４
％
で
あ
る
。
こ
の
少
な
い
子
ど

も
た
ち
で
の
、
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
大

き
な
成
果
で
あ
り
、「
こ
ど
も
県
展
」

で
の
す
ば
ら
し
い
実
績
で
あ
る
。
こ

れ
ら
白
鷹
の
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
姿
に
誇
り
を
感
じ
る
し
、
そ

し
て
そ
の
過
程
に
お
い
て
、「
感
性
」

の
豊
か
さ
を
身
に
つ
け
て
い
く
で
あ

ろ
う
。

　

「
感
性
」
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、

そ
し
て
感
動
を
体
験
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
分
野
の

み
で
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、
多
く

の
分
野
で
人
間
が
前
向
き
に
人
生
に

対た
い
じ峙

し
て
い
く
た
め
の
基
と
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
あ
る
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
な
お
一
層
チ
ャ
レ

ン
ジ
心
と
感
性
と
他
人
を
思
い
や
る

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
感
動
の
心

が
持
て
る
社
会
の
姿
に
向
け
て
、
大

人
社
会
が
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●8月1日 ▼8月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

山　口　大　　　良　一　70

鮎　貝　浅　倉　　恒　　93

十　王　山　口　達　夫　88

鮎　貝　中　村　ぢ　う　86

黒　鴨　齋　藤　巳　藏　88

鮎　貝　新　野　よ　ね　86

荒砥甲　髙　橋　と　く　83

菖　蒲　川　村　直　樹　26

荒砥甲　佐　竹　し　う　82

横田尻　板　垣　ま　さ　92

畔　藤　丸　子　　　　　74

No.928
2005-9

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 大類 優　作 望
の

　愛
あ

千　鶴

滝　野 海老名 智　之 空
そ

　来
ら

栄里子

滝　野 伊藤 孝　義 義
よし

　進
のぶ

香寿美

山　口 渡部 　大 沙
さ

　良
ら

裕　子

鮎　貝 上村 直　樹 杏
あん

由紀子

畔　藤 平 明　由 彩
あや

　乃
の

美由紀

横田尻 我妻 裕　也 愛
あい

　琉
る

優　子

荒砥甲 大友 秀　一 諒
りょう

美由紀

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（新　野　幸　一　　下　山
三　宅　麻衣子　　東京都

（　　口　洋一郎　　深　山
小　林　真由美　　畔　藤

（横　澤　吉　紀　　飯豊町
大　宮　美　紀　　広　野

（青　木　嘉　一　　山　口
李　　　貞　花　　韓　国

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。
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